














要約:小児の事故防止対策は、わが国の母子保健が抱えている重要な課題の一っである。

それにも拘わらず、事故対策は先進諸国に比較して著しく立ち遅れており、小児の安全と

健全育成をはかるためにも、早急に対策を推進する必要がある。そこで、わが国での既存

資料の特徴と小児事故情報としての限界、新たに確保すべき情報源などについて検討した。

また、情報の収集・解析、評価、提供、啓発活動、調査研究、国際交流などを恒久的に実

施するための組織として、小児事故防止センター(仮称)の設置を提言した。


